
終戦から 44 年後の 1989 年、「国の内外、天地とも平和が達成される」という意味

を込めた「平成」の時代が始まりました。 

 国内ではバブル崩壊、少子高齢化、大規模災害など様々な問題が生まれた一方で、

技術革新が進み、身の回りが便利になり「戦争のない平和な時代」でもありました。 

 国外に目を向けると、湾岸戦争やイラク戦争、ルワンダ虐殺、ソマリア内戦などの

戦争・紛争などが今もなお世界中で起きています。 

 そして、2019 年 5 月、「平成」が終わり、「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が

生まれ育つ」という思いが込められた「令和」という新しい時代の幕が開けました。 

 

 今年の平和企画展は、戦争のない時代”平成”焦点を当て、8 月 16 日（金）から 8 月

21 日（水）まで、カルスタすぎとにおいて、「戦争のなかった時代”平成”」をテーマ

とした「杉戸町平和企画展」を開催しました。 

会場には平成 30 年間の出来事をまとめた年表を展示し、8 月 18 日（日）には、専

修大学名誉教授、日本臨床政治学会理事長・藤本 一美 氏による特別講演「戦争がな

かった日本とその裏側で-米国の戦争と歴史-」が行われました。 

講演後の質疑応答では、参加者から活発な意見や質問があり、アメリカと日本の問

題や政治的背景から「平和」について考える場となり、非常に有意義な講演となりま

した。 

 

また、今年は町立図書館にも「平成」や「平和」に関連する図書の特設コーナーを設

置し、本で平成を振り返る企画も実施しました。 

 

杉戸町平和企画展は、戦争の悲惨さや平和の尊さを考える場となるよう、毎年テー

マを変えて開催しております。戦争や原爆等をテーマに、パネルや関連する物を展示

する「目で見える戦争の悲惨さ」だけではなく、「平和だった時代」を振り返る事で、

来場された皆様ご自身が平和について考える場を創出しました。 

 

 

■ オープン展示 [入場無料] 

期間 8 月 16 日（金曜日）～21 日（水曜日） 9 時～21 時 ※最終日は 17 時まで 

場所 カルスタすぎと オープンギャラリー 

内容 平成 30 年間の年表、世界の 30 年間の年表ほか 

 

 



■ 図書館共同企画（本で平成を振り返る） [入場無料] 

期間 8 月 16 日（金曜日）～21 日（水曜日） 9 時～21 時 ※最終日は 17 時まで 

場所 杉戸町立図書館内特設コーナー 

内容 平成 30 年史に関する書籍の展示 

 

■ 講演会 [入場無料] 

日時 8 月 18 日（日曜日） 13 時 30 分～15 時 30 分（開場／13 時 00 分） 

場所 カルスタすぎと 多目的ホール 

定員 250 名（事前申込不要） 

講師 専修大学名誉教授、日本臨床政治学会理事長 藤本 一美 氏 

内容 講演「戦争がなかった日本とその裏側で-米国の戦争と歴史-」 

 

 

主催／杉戸町、杉戸町教育委員会 

共催／杉戸町国際交流協会 

後援／学校法人昌平学園 昌平中学・高等学校 

協力／日本臨床政治学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1990-1994 ルワンダ紛争 1990-1991 湾岸戦争 1991-2001 シエラレオ
ネ紛争1991-2000ユーゴスラビア紛争1991十日間戦争（スロベニア独立戦
争）1991-1995 クロアチア戦争 1992-1995 ボスニア紛争 1999-2000
コソボ紛争 2001 マケドニア紛争 1991-2001 ジブチ内戦 1991- ソマリア内
戦 1991- カザマンス紛争 1992- オセチア・イングーシ紛争 1992-1994 ア
ブハジア紛争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1992- アル
ジェリア紛争 1994 イエメン内戦 1994-1996 第一次チェチェン紛争
1995-1998 ハ ニ ー シ ュ 群 島 紛 争 1996-1998 第 一 次 コ ン ゴ 戦 争
1998-2000 エチオピア・エリトリア国境紛争 1998-2002 第二次コンゴ戦
争 1998-2001 ポソ宗教戦争 1999-2009 第二次チェチェン紛争 1999 東
ティモール紛争 1999 カルギル紛争 2000- インドネシア紛争 2001-2014 
アメリカのアフガニスタン侵攻 2001- パキスタン紛争 2002-2003 コートジ
ボワール内戦 2003 リベリア内戦 2003-2011 イラク戦争 2003- ダルフー
ル紛争 2004- サリン紛争 2004- タイ紛争 2004- ワジリスタン紛争 2006 
東ティモール内乱 2006 イスラエルのガザ侵攻・
レバノン侵攻 2006 エチ オピアのソマリア侵攻
2006-2009 ス リ ラ ン カ内戦 2008 第二次南オ
セチア紛争（グルジア紛 争）2008-2009 イ ス
ラエルのガザ紛争 2011 リビア内戦 2011- シリ
ア内戦 2012- マリ北部 紛争 2014 ISIS による
イラク内戦 2014 イスラ エルのガザ侵攻 2014- 
クリミア危機・ウクライ ナ 東 部 紛 争 2015- 
2015 年イエメン内戦 2017 マラウィの戦い

８／１６（金） 〜８／２１（水）  9 時〜21 時（最終日 17 時終了）　
カルスタすぎと オープンギャラリー

主催 : 杉戸町　杉戸町教育委員会　共催 : 杉戸町国際交流協会　後援 : 学校法人昌平学園　昌平中学・高等学校　
問い合わせ：杉戸町　住民協働課　０４８０-３３-１１１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オープン展示 特　別　講　演

８/１８( 日 )　１３時３０分～１５時３０分（開場１３時）　
場所：カルスタすぎと 多目的ホール

「戦争がなかった日本とその裏側で
                          　　　 －米国の戦争と歴史－」

－Profile－
専修大学名誉教授、日本臨床政治学会理事長　
１９４４年青森県五所川原生まれ。
明治大学大学院政治経済学研究科博士課程終了。
国立図書館調査員、専修大学法学部教授を歴任後、現職。
著書 アメリカ近代政党の形成（１９８１年）など多数。

今年の平和企画展は、戦争のない時代
“平成” に焦点を当て、平成３０年間で起きた国内
の出来事と、その裏側で起きていた戦争や紛争に
ついて年表形式で振り返ります。 講師：藤本  一美 氏

場所：オープンギャラリー
入場
無料

入場
無料

同　日　企　画

場所：町立図書館
～平成を本で振り返る～

平成に関する書籍の特設コーナーを設置します。

平成を振り返る〜戦争がなかった日本とその裏側で〜

令 和 元 年 度
杉 戸 町
平 和
企画展
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令和元年度 杉戸町平和企画展 

「平成を振り返る～戦争がなかった日本とその裏側で～」 

 来場者アンケート集計結果  

 

開催期間：令和元年 8月 16日（金）～ 21日（水） 9時～21時 

開催場所：杉戸町生涯学習センター カルスタすぎと 

 

 

・ アンケート回収数 

項目 回収数 

展示用（8/16～21） 9 

講演会用（8/18） 27 

合 計 36 

 

 

1. お住まいの市区町村はどちらですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他（3％）」の内容：川越市 
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2. あなたの年齢（年代）は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 平和企画展の開催を知ったきっかけは？【複数回答可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他（19％）」の内容：友人から、国際交流協会からの案内、テレビ埼玉 
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4. 企画・展示の内容はいかがでしたか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 講演会はいかがでしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

6. その他、今回の平和企画展に対する感想・意見等（要約） 

・ 今度の企画展では杉戸町の歴史について振り返ってほしい。 

・ 令和の時代も戦争のないことを祈るのみです。 

・ 日本が世界の戦争に巻き込まれないように憲法の精神を守る政治をしてほ

しい。世界の戦争をとめる役割も果たしてほしい。 

・ 改元のタイミングでしかできない企画だと思う。平成を思い出しながら、

平和であったからこそ今の文化や自分がある事を改めて考えさせられた。 

・ ゆっくりと見たい。すばらしい年表です。 

・ 理解ができないのでわかりません。 

 

【講演会をお聴きいただいた方々の声】 

・ 「タイトル」がかたいと思います。 

・ 30年間の日本と世界の歴史年表は、”戦争がなかった日本”とその裏側の情

勢が大変よくわかりました。平成のありがたさを改めて感じました。 

・ アメリカの民主党が案外好戦的だったと再認識。 

・ 次回に期待している。 

・ 映像などがあった方が飽きなかったと思います。 

・ なかなか難しいテーマだと改めて感じました。 

・ 展示はとても参考になった。 

・ 平成の年表は懐かしく回顧できました。 


